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の上安静にて待機させHEADTOME Ⅳにて撮像した。PET画像にて腫瘍残存もしくは残存が疑わしい部位に関心領
域をおき、局所のstandardized uptake values (SUV) を算出した。治療後の腫瘍局所残存の診断はCT・MRI・
PET・視診等にて腫瘍残存が疑われた場合は外科的切除もしくは生検にて残存の有無を確認し、腫瘍残存が否定
的な場合は１年以上follow upの上残存のないことを確認した。SUVと治療後の腫瘍局所残存の有無の関係を
receiver operating characteristics (ROC) 解析を用いてしきい値を決め２群に分け検討した。SUVとＴ分類・
病理組織・腫瘍局所残存の関係をFisherの正確確率検定を用いて解析した。 
 治療前にFDG-PETを施行した20例中治療後腫瘍局所残存を９例で認めた。しきい値7.20で２群に分けた時、局
所残存の感度は77.78％、特異度は81.82％、正確度は80％、ｐ値＝0.02と有意差を認めた。SUVとＴ分類・病理
組織には相関関係はみられなかった。治療後にFDG-PETを施行した28例中治療後腫瘍局所残存を16例で認めた。
しきい値3.35で２群に分けた時、局所残存の感度は93.75％、特異度は91.67％、正確度は92.86％、ｐ値＜0.0001
と有意差を認めた。SUVと病理組織には相関関係はみられなかった。以上より喉頭癌の治療後の腫瘍局所残存の
予測にFDG-PETが有用であると考えられた。 
 本研究は喉頭癌における治療後の腫瘍局所残存をPETを用いて評価した論文であり今後の喉頭癌患者の経過
観察に貢献するものである。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
